
 

令和７年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立原山中学校 ）     学校番号 ２０４                            【様式】 
目 指 す 学 校 像 「通ってよかった、原山中！」と生徒が思える学校        

          

重 点 目 標 

１ 基礎学力の習得と充実 探究的な学習活動の推進 キャリア教育の充実 
２ 自己肯定感、自尊感情の高揚 全ての教育活動を通して行う非認知能力の育成 
３ 体力・運動能力の向上 健康教育・安全教育・食育の推進 
４ コミュニティ・スクールの充実 地域人材・企業等の活用 学校 H・Pの充実 
５ 研修履歴に基づく教職員研修の充実 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和 8 年 3 月 4 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

【学びの質の向上に関する取組】 

＜現状＞ 

〇全国学力・学習状況調査の質問紙調査や、市学

習状況調査の国語・数学の結果とも全国、市平

均と比べ高い。 

〇手帳や計画表を用いた自立した学習者の育成を

目指している。 

＜課題＞ 

●自律的な学習については他に比べて肯定的な回

答が低い傾向が見られる。 

●生徒の学力の二極化。 

●習得した基礎的な知識・技能を、教科横断的に 

活用する場面の設定。 

・学びの自律化、

個別最適化、探究

化に向けた授業改

善 

「生徒が見通しを

もって、主体的に

学習に取り組むた

めの指導の実践と

工夫」 

①基礎学力の向上 

②探究的な学びの

推進 

 

①基礎学力の向上 

・生徒が手帳を活用し、見通しと振り返

りの習慣をもたせる研究【自律化】 

・定期テスト時における、生徒の実態に

応じた具体性のある計画の作成と実

施の指導【個別最適化】 

・個による学習方法の選択【個別最適化】 

①学校評価項目 12 において、生徒・保 

護者による肯定的な回答が 5％向上す

ることができたか。 

②市学習状況調査の結果において、生徒

のよい変容が見られたか。 

②スタディサプリのより効果的な活用方

法について研究することができたか。 

①「原山中では、生徒にわかりやすく、学ぶ喜びを味わ

える授業がなされている。」については、生徒１ｐ増、保

護者２ｐ増となった。 

②調査結果が出ていないため、正確な比較はできない

が、教師の見取りにおいては、おおむねよい変容が見

られている。 

③スタディサプリに関しては、毎月市平均よりもおおむね

２０～３０ｐ以上の稼働率であった。 

B 

 

生徒の学びの自律化については、発達段階

に応じた手帳の種類や手帳の活用方法等に

ついて検討を行っている。また、振り返り

の方法についても、ICT を用いたデジタル

ポートフォリオ等、検討を続けていく。 

 

ICT や生成 AI を必要な場面で効

果的に活用できる能力は、これ

からの時代を生きる生徒にとっ

て生活を便利に豊かにするもの

であるし、備えておくべきもの

でもある。しかし一方で、それ

を使用する際のリスクも併せて

考えさせ、指導する必要があ

る。それは、学校だけに頼るこ

とではなく、使用させるすべて

の大人の責任でもある。 

②探究的な学びの推進 

・教科横断的な視点を意識した探究的な

学習活動の指導計画作成と授業の実践 

・STEAMS time の実践と振り返り 

①学校評価項目５・７において、生徒・

保護者による肯定的な回答が 5％向上

することができたか。 

②探究的な学びの時間を指導計画に位置

付け、実践する。カリマネデザインマ

ップの作成及び実践。 

①「原山中生には、頑張ろうという積極的な挑戦的意欲

が感じられる。」、「原山中の教育活動には、生き生きと

した活動のある教育が感じられる。」については、生徒

２ｐ増、保護者は１ｐ増であった。 

②すべての教科において、探究的な授業が実践された。

また、総合的な学習の時間を主軸においた、教科横断

的な授業の展開を図るｶﾘﾏﾈﾃﾞｻﾞｲﾝﾏｯﾌﾟが作成されつ

つある。 

A 

 

授業の中で、生徒が自ら課題を発見し、情

報を集め分析して、考察した結果を ICT を

効果的に用いて伝えあうような場面がどの

強化においても見られるようになった。引

き続き、教科横断的な視点で、探究的な学

習活動の実践が行えるよう研究を進めてい

く。また、ｶﾘｷｭﾗﾑﾃﾞｻﾞｲﾝﾏｯﾌﾟも実際に使え

るものに修正していく。 

2 

【子どもの発達や心のサポートに関する取組】 

＜現状＞ 

〇全国学力・学力状況調査の質問紙調査から、生

徒の自尊意識、自己肯定感は全国、市平均と比

べ高い。 

＜課題＞ 

●教室外の場所での学習を希望する生徒が増えて

いる。 

●それに伴う、場所、人の確保が困難。 

・自己肯定感・

自尊意識の醸

成 

・個に応じた居

場所の確保 

①生徒による学校・学年行事、委員会等

の運営 

②学習室（SOLA ルーム）の有機的な運

営 

 

①学校評価項目１・３に於いて、生徒・

保護者による肯定的な回答が 5％向上

することができたか。 

②学習室運営における工夫。 

 

①「原山中生は、夢や希望をもって学校生活を送っ

ている。」、「原山中生は、自分のよさを伸ばそ

うと努力している。」について、生徒１ｐ増、保護者

は３ｐ増となった。 

②学習室開室２年目で、利用における決まりや環境

の整備が整い、様々なケースで利用されている。 

B 

学校評価の結果より、生徒が夢や希望をも

ち、積極的に学校生活を送っている様子が

伺える。今後とも生徒を主軸においた教育

活動を行っていく。 

学習室に関しては、利用者が増え、教員の

負担増の解消が急務である。 

 

学校行事を見ていても生徒が生

き生きと活動している様子がわ

かる。 

 

全国でいじめの動画が拡散され

ていることに心が痛む。原山中

でも行われているように、毎日

の健康観察や定期的なアンケー

ト等より、早期発見が大切。 

・生徒指導・教

育相談体制の

充実 

・迅速な情報共

有と、他機関

との連携 

 

①生徒指導委員会と教育相談委員会での

議事・検討の充実を図り、組織的な生

徒への支援とその見取り 

②組織内の迅速な情報共有と、他機関と

の積極的かつ継続的な連携 

①個に応じた支援を検討し、組織的に指

導に当たることができたか。学校評価

項目 13 において保護者による肯定的

な回答が 5％向上できたか。 

②学校評価項目 19 において教職員によ

る肯定的な回答が 5%向上できたか。 

①生徒指導委員会、教育相談員会の充実を図り、組

織的に支援を続けた。「生徒とのふれあいを大切

にし、一人ひとりの生徒理解を基盤にした指導が

なされている」については、生徒は同等、保護者

１ｐ増となった。 

②「いじめに対して、防止・早期発見・措置が組織

的・具体的に行われている」においては、全教職

員が肯定的な回答（100ｐ）であった。 

A 

組織的に支援することで生徒の特性に応じ

た対応を検討することができた。また、他

との連携が必要な生徒に、連携先を提案す

ることができた。本年度の動きを基に、さ

らなる積極的な支援体制を図るとともに、

環境整備に努めていく。 

またいじめに関しても、早期発見、組織的

な対応が日々行われている。 

3 

【地域とともにある学校づくりに関する取組】 

＜現状＞ 

〇地域の自治会や青少年育成課、公民館等からの

生徒ボランティアの依頼が増え、自主的に参加

する生徒も増えてきた。 

〇地域から好評の「七夕まつり」「クリスマスイ

ルミネーション点灯式」を引き続き実施し、地

域との交流を充実させていく。 

＜課題＞ 

●学校からの情報発信不足。 

 

・学校運営協議

会を軸とした

学校と地域連

携の推進 

①熟議の充実を図り地域、保護者と協働

する学校づくりを行う。 

②ボランティア活動への積極的な参加を

生徒へ促す。 

③計画的に地域と協働する機会を増やす 

①学校運営協議会への生徒の参加及び生

徒からの発信があったか。 

②地域行事や募集が来ているボランティ

アへ生徒の有機的な参加があったか。 

③地域と協働する機会があったか。 

①第１回では、生徒からの提案を行い、第２

回において、その実践報告が行われた。 

②生徒のボランティアへの参加は増加し、今

年度は、育成会開催の行事や区民祭り等へ

の参加もあり、多岐にわたった。 

A 

学校運営協議会への生徒の提案は、地域と

学校の繋がりをまた一歩前進させた。ま

た、地域行事への生徒ボランティア参加も

増え、企画の段階から参加させていただい

た団体もあった。 

 

生徒の皆さんの地域ボランティ

ア活動への参加が定着してき

た。今年度は、参加する生徒さ

んたちにお楽しみ会の企画から

携わってもらい、嗜好を凝らし

た会となった。 

ホームページの充実は引き続き

行って、タイムリーに更新され

るとよい。 

・学校 HP、安心

メールを活用

した情報発信

と教育活動参

観の機会設定 

 

①学校ホームページを活用した情報発信

の頻度を上げ、教育活動の周知 

②地域、保護者への授業参観等の機会を

確保し、開かれた学校づくりの推進 

 

①ホームページの更新頻度を上げること

ができたか。学校評価項目 8 において

保護者による肯定的な回答が 50％を

超えることができたか。 

②時宜を得た情報を伝えることができた

か。 

①ホームページに学年ごとのサイトへのリンクをは

り、PW で該当学年の保護者のみが見られるように

した。「教育活動改善に向けて、保護者、生徒、

地域住民の意見等を聴く姿勢がある」については

肯定的な回答が８３ｐとなった。 

②ホームページには、学校だよりや学年通信等のお

便りを、定期的に掲載することができた。 

B 

情報発信を積極的に行う体制を構築した。

今後は、校外学習や宿泊学習の際に発信し

ている安心メールのように、タイムリーな

情報発信を行い、保護者や地域の方々に開

かれた学校づくりを目指す。また、学校か

らのお便りも、ペーパーレス化を検討して

いく。 

４ 

【教育環境の整備に関する取組】 

＜現状＞ 

〇学校施設を安全できれいな環境づくりに努め、

学習しやすい環境を保つよう教職員一同工夫を

凝らしているが、経年劣化による施設の老朽化

や校地内の樹木の巨木化が顕著である。 

〇35 人学級に向けた教室再配置等の整備。 

＜課題＞ 

●計画的な修繕や樹木の剪定依頼。 

●粗大ごみの計画的な廃棄、スぺースの有効活

用。 

・安心・安全な

生活の実現に

向けた校内外

の整備と安全

意識の向上 

①長期的な視点に立った計画的な修繕 

②forms を活用した安全点検の確実な実

施と素早い情報の共有 

③年度当初の校内巡り、引き渡し訓練実

施による避難経路及び引き渡し場所等

の確認、生徒の避難所運営訓練への参

加 

①毎学期の管理職による見回りと、教職

員からのヒアリングを行い修繕の優先

順位をつけているか。 

②毎月 10 日の安全点検の実施を通じ

て、施設の不具合の早期発見と早期修

繕を実施できたか。 

③適切な指導を実施し、防災意識の向上

に努めたか。 

①定期的な見回りを通じて、雨漏り、校舎壁面、ト

イレの排水等の修繕、樹木の選定を行った。トイ

レ等水回りについては、継続して要望を出して行

く。また、校舎内の空調関係の経年劣化が深刻

で、エアコン洗浄に関して３年計画を立て、今年

度は５階を行った。また、来年度より、クラス増

が予想されるため、その準備計画を立てた。 

②安全点検を通じて、小破修理が確実に行われ、安

心安全な教育環境が保持されている。 

③引き渡し訓練や避難経路確認を行い、生徒による

共助訓練を実施し、防災意識の向上に努めた。今

年度は、予告なしの避難訓練も実施した。 

A 

日々の細やかな点検や素早い対応、修繕の

おかげで、安心・安全教育環境が守られて

いる。更なる充実を図るために、備品の整

理・整頓を継続して実施し、利便性も高め

ていきたい。 

施設の老朽化、設備の経年による劣化は、

顕著であるが、配当予算だけではどうにも

ならない。35 人学級に伴い、今後クラス数

増も念頭に置き、継続して委員会に要望を

上げていく。 

 

 

学校予算が限られた中で、やり

くりするのは大変だ。トイレや

エアコン洗浄等、市は予算の拡

充が必要。PTA としても、引き

続き支援したい。 

５ 

【教職員のキャリア形成に関する取組】 

＜現状＞ 

〇自主研修の充実が見られた。それにより、生徒

への教育活動や校務分掌の充実や有機的な取組

が見られるようになった。 

＜課題＞ 

●本校の実態に即した研修を効果的に実施し組織

の力を向上させるためにも、計画的な研修計画

が求められる。 

●旅費が不足している。 

・職員が３「勤

務してよかっ

た原山中」と

思える学校運

営の実施 

①これまでの研修履歴に基づく長期的な

視点で行う個人研修の実施とその支援 

②学校課題に即した組織的な研修の実施

と教職員の資質向上 

③ベテラン教員の経験知・実践知の形式

化と若手教員への継承を行い、「働い

てよかった原山中」という学校文化の

醸成 

①人事評価面談において評価履歴に基づ

く研修計画の立案とその実施、管理職

による支援があったか。 

②探究的な学習についての校内研修を実

施し、それぞれの授業に生かすことが

できたか。 

③学校評価項目 25、26 において教職員

による A の回答率をどちらも 5％向上

することができたか。 

①今年度は、研修で学んだことを「まずやってみよ

う」と実践につなげるよう促し、年度途中での提

案であっても AARサイクルのもと、積極的に支援 

した。 

②探究的な学習に関しては、校内研修を行い、次回

の学習指導要領改定の方向性を示し、更なる推進

を伝えた。先生方の探究型の授業は、かなり浸透

してきており、全国学調の生徒質問紙調査におけ

る肯定的な回答割合も、全国を 20p 以上上回って

いる。 

③25「原山中で働けてよかった」に関しては１p、26

「ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽ」に関しては 11p上昇した。 

A 

探究的な学びに関しては、教員が研修

で得たことを楽しみながら実践してい

る様子が見られ、生徒の Agency にも

大いに繋がったことが、全国学調の質

問紙調査結果からわかる。 

今後は、生徒の変容や成果物等を外部

に発信していくことによって、新たな

フェーズにおいて学校全体の教育活動

の向上に努めていく。また、旅費に関

しては、給与課以外にも、教科団体

等、多方向へｱﾌﾟﾛｰﾁし、確保する。 

 

忙しい中での研修は大変だと思

うが、それを職員の皆さんが意

欲的に取り組んでいる様子にわ

かる。 

 

 



令和８年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立原山中学校 ）     学校番号 ２０４                            【様式】 
目 指 す 学 校 像 「通ってよかった、原山中！」と生徒が思える学校        

          

重 点 目 標 

１ 基礎学力の習得と充実 学びの自律化と個別最適化 探究的な学びの推進 
２ 自己肯定感・自尊感情の高揚 生徒指導・教育相談体制の充実 迅速な情報共有と対応 
３ 体力・運動能力の向上 健康教育・安全教育・食育の推進 
４ 地域とともにある学校づくり 地域人材・企業との交流 積極的な情報発信 
５ 研修履歴に基づく教職員研修の充実 業務量管理・健康確保措置実施計画に沿った業務管理 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和 年 月 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

【学びの質の向上に関する取組】 

＜現状＞ 

〇全国学力・学習状況調査の質問紙調査や、市学

習状況調査の国語・数学の結果とも全国、市平

均と比べ高い。 

〇手帳や計画表を用いた自立した学習者の育成を

進めている。 

＜課題＞ 

●自律的な学習については他に比べて肯定的な回

答が低い傾向が見られる。 

●生徒の学力の二極化がみられる。 

●教科横断的な取組として、「カリマネデザイン

マップ」を作成中である。 

・学びの自律化

の促進 

・目的に応じて

ＩＣＴを効果的

に活用した授業

の工夫 

・探究的な学び

の推進 

① 学びの自律化・個別最適化 

・フォーサイト手帳やテスト計画表を活

用した、生徒の自主的な学習への取組の

推進 

・授業力向上を目的とした、全ての教員

による年２回の公開授業の実施と管理職

による授業参観の実施 

① ・学校評価「頑張ろうという積極

的な意欲」の肯定的評価の向上 

・学習状況調査の結果の肯定的な 

回答の状況 

・全ての教員が年２回の公開授業

を実施、また管理職による授業参

観の実施をすることができたか。 

 

 

 

 

 

  

① 探究的な学びの推進 

・SDGs を軸としたカリマネデザインマ

ップの作成と、教科横断的な視点を意識

した探究的な学習活動の実践。 

① カリマネデザインマップを活用し

て、教科を横断した探究的な学び

を実施することができたか。 

（教員学校評価 「指導力向上・

授業の工夫、改善」の肯定的評価

の向上） 

 

 

 

 

2 

【子どもの発達や心のサポートに関する取組】 

＜現状＞ 

〇全国学力・学力状況調査の質問紙調査から、生

徒の自尊意識、自己肯定感は全国、市平均と比

べ高い。 

〇いじめや不登校に対して、学校全体で組織的・

具体的に対応できるよう、支援体制を構築して

いる。 

＜課題＞ 

●教室外の場所での学習を希望する生徒が増加傾

向にある。 

 

・生涯にわたっ

て充実した人

生を送ること

が で き る 力

（エージェン

シー）の育成 

① 共感的理解に基づく教育の実践と

生徒の「非認知能力」の育成 

② 情報共有を密にした「誰一人取り

残さない」教育の実践 

③ 「人間関係プログラム」や「命の

支えあいの授業」の実践による自

己肯定感・自尊感情の高揚 

① 生徒・保護者・教職員学校評価

「目指す生徒像」に係る項目の肯

定的評価の向上 

② 専門職による教職員研修の実施。 

③ 「人間関係プログラム」「命の支

え合いの授業」について確実に実

施できたか。 

 

 

 

  

・生徒指導・教

育相談体制の

充実 

・迅速な情報共

有と他機関と

の連携 

① 「スクールダッシュボード」や

「心と生活のアンケート」による

生徒の状況の把握と迅速な対応 

② 専門職や専門機関との連携 

③ 学習室を活用した支援の構築 

① 職員学校評価「いじめの早期発

見」項目に関して肯定的評価の継

続 

② 長期欠席の生徒の何らかの関係機

関とのつながりが図れたか。 

③ 学習室の支援体制は図れたか。 

 

 

 

3 

【地域とともにある学校づくりに関する取組】 

＜現状＞ 

〇地域の自治会や青少年育成会、公民館等からの

生徒ボランティアの依頼が増え、自主的に参加

している。 

〇地域から好評の「七夕まつり」「クリスマスイ

ルミネーション点灯式」を引き続き実施し、地

域との交流を充実させていく。 

＜課題＞ 

●学校からの情報発信方法について方法を検討す

る。 

 

・学校運営協議

会を軸とした

学校と地域の

連携 

① 学校運営協議会における、生徒参

加も含めた熟議と、学校課題の共

有と解決。 

② 地域行事への積極的な参加と、子

どもが主役となる「地域とともに

あるコミニティースクール」の実

現。 

① 年３回の学校運営協議会への生徒

の参加ができたか。 

② 保護者学校評価「行事」「地域と

の連携」について、肯定的な評価

の向上（昨年度 79％） 

③ 地域ボランティアや地域行事への

参加率の向上 

 

 

 

  

・原山中学校の

教育活動につ

いて、さらな

る情報発信の

工夫 

① スクリレの導入よる、学校の情報

の紙面とデータのハイブリットで

の周知。 

② 創立 80 周年記念の行事をとおし

た、保護者・地域との協力・支援

体制の充実。 

① スクリレを導入し、学校だより・

学年だより、その他の活動につい

ての配信ができたか。 

② 創立 80 周年記念行事について実行

委員会と協力体制を築き実施する

ことができたか。 

 

 

 

４ 

【教育環境の整備に関する取組】 

＜現状＞ 

〇学校施設を安全できれいな環境づくりに努め、

学習しやすい環境を保つよう教職員一同工夫を

凝らしている。経年劣化による施設の老朽化や

校地内の樹木の巨木化が顕著である。 

〇35 人学級に向けた教室再配置等の整備を実施し

た。 

＜課題＞ 

●計画的な修繕や樹木の剪定依頼。 

 

・ 「 安 心 ・ 安

全」で隅々ま

で行き届いた

質の高い教育

環境の整備と

安全意識の向

上 

① 毎日の校内巡視による安全点検と

月一回の教職員による校内安全点

検による確実な補修箇所の確認と

迅速な修理の徹底。 

② 清掃・緑化担当と連携した校内美

化、緑化活動の実施。 

③ 竜巻訓練や不審者対応訓練、救急

搬送訓練等、計画的、発展的な引

き渡し訓練や避難訓練の実施。 

① 確実な安全点検の実施ができた

か。 

② 職員学校評価「安全できれいな環

境づくり」の肯定的な評価の向上

（昨年度 83％） 

③ 学校評価「清掃活動」の肯定的な

評価の向上（昨年度 61％） 

④ 避難訓練等の際の講話を通して、

防災意識を高めるように工夫でき

たか。 

 

 

 

  

５ 

【教職員のキャリア形成に関する取組】 

＜現状＞ 

〇自主研修に積極的に参加しており、そのことが

生徒への教育活動や校務分掌の充実や有機的な

取組につながっている。 

＜課題＞ 

●計画的な校内研修の充実 

・「働きがい」

のある職場と

人間性豊かな

教員の育成 

① 個々のキャリアと個性を生かした

対話に基づく研修奨励の実施と、

教職員の資質向上。 

② 学年主任を中心とした学年団の円

滑な運営とコーチングの手法を生

かした教員相互の学びあいの機会

の確保。 

③ 「業務量的管理・健康確保措置実

施計画」に沿った教職員の健康管

理と教職員事故の防止。 

① 人事評価面談を通して、見通しを

持った研修奨励を実施することで

個々の学びを促進することができ

たか。 

② 教職員が安心して仕事ができる環

境を構築することができたか。 

③ 「業務の効率化」肯定的評価の向

上（昨年 61％） 

 

 

 

  



 

 


